
「一粒の米」 ～一日一日を大切にして，有意義な夏休みを！～

校長 喜岡 達也

新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類感染症になり、学校生活も落ち着

きを取り戻しつつあるかと思われた矢先、今度はインフルエンザによる学級閉鎖を余儀

なくされました。また、大雨による早帰りや猛暑による熱中症が心配される日もありま

したが、76日間（５年生は75日）の１学期が終了します。保護者の皆様や地域の皆様の

御理解と御支援のお陰で、子供たちも元気に学校生活を送ることができました。ありがとうございました。御

家庭でもお子さんと一緒に通知表「のびゆく姿」を開きながら、頑張ったことを中心に１学期を振り返って、

賞賛と励ましをお願いいたします。

いよいよ子供たちにとって楽しみな夏休みが始まります。夏休みは、今までの学習や生活を見直し、新学期

に備えた志を新たにする絶好のチャンスです。

江戸時代の儒教学者である新井白石の「一粒の米」という有名な話があります。白石が子供の頃、父親から

言われた言葉だそうです。「米びつから米を一粒取っても、一粒入れても量の変化は分からない。一日勉強し

たから利口になるわけでもない。一日怠けたから愚かになるわけでもない。しかし、１か月、２か月、１年、

２年と続けていれば必ず変化が見えてくる。」

夏休みの過ごし方も同様ではないでしょうか。今年の夏休みは42日間です。得意な学習を伸ばす、苦手な学

習を克服する、家の手伝いを決めて継続する、早寝早起きを心がけて規則正しい生活を続ける等・・・。何か

続けられるものを見つけ、この夏休み中に続ければ必ず得られるものがあります。継続できるものは、２学期

が始まってからも続けられるとさらに素晴らしいと思います。ぜひチャレンジしてみてください。

また、子供たちが楽しみにしている夏休みですが、残念ながら、この時期に子供に関わる海や山の事故、交

通事故、熱中症等が毎年日本各地で発生しています。子供たちには「命は一つ、自分の命は自分で守る」こと

を日頃から言っています。終業式でも子供たちに、遊びに行くときは「いつ」「どこで」「だれと」「何をする

か」をしっかり伝えて出かけることや、自転車に乗るときはヘルメットでの着用、防犯ブザーを持って行くこ

となどが大切であることを話したいと思います。御家庭でも、お子さんと確認をしてくださいますようお願い

いたします。出校日や２学期の始業式に、たくましく成長した子供たちに会えることを楽しみにしています。

地域の行事へも参加しよう！

地域では、夏休みならではの行事も行われま

す。この機会に親子で参加してはいかがでしょ

うか。主なものを紹介します。

〇 校区ラジオ体操会

（７／２１，８／３１）

６：３０～ 向陽小学校校庭

〇 広木町内会夏祭り（７／２２）

第３公園・第１公園

〇 中間町内会夏祭り（７／２９）

中間公園

今現在の予定です。変更になる
可能性もあります。

生成ＡＩ（チャットＧＰＴ等）の活用について
チャットＧＰＴ等の生成ＡＩと呼ばれるＡ

Ｉ（人口知能）が巷で話題になっています。

使われたこともあるかと思います。

夏休みには個人用タブレットの持ち帰りも

認めていますが、その活用については、慎重

な対応をとってください。チャットGPTの使用規約では「18歳未

満は保護者同意」となっています。文科省から出された暫定的な

ガイドラインでも、「各種コンクールの作品（作文、詩、俳句、

音楽、美術等）やテストなどで子供たちに使わせるのは適切では

ない」としています。そして、まずは生成ＡＩへの懸念に十分な

対策を講じられる学校でパイロット的に取り組むことが適当とし

ています。生成ＡＩに限らず、夏休み期間中の個人用タブレット

の活用については、本校の示している使用のきまりに従って、有

効に活用してくださるようお願いいたします。
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『夢をもち、心 豊かで たくま しく、 学び続 ける子 どもと 学校を 育む』



２１日（月）出校日 １日（月）始業式、不登校・いじめを考え
※ 変更する場もあります。御了承ください。 る週間（～８日）

４日（月）視力検査・身体測定（～１１日）
１５日（金）校内陸上記録会選考会
１８日（月）敬老の日（祝日）
１９日（火）鹿大生職場体験（～２２日）
２３日（土）秋分の日（祝日）
２７日（水）修学旅行（～２８日）
２９日（金）休養措置日（６年）

本校では、子供たちの活動の様
子を学校ホームページで紹介して
います。学校のブログへつながる
QR コードを掲載しますので、ぜ
ひ、スマートフォンへの登録をお
願いします。

７月１２日（木）鹿
児島市役所と鹿児島市
教育委員会、向陽小学
校が通学路の合同点検
を行いました。点検場

所は、本年度のスクールゾーン委員会で要望があっ
た「広木２丁目４０付近交差点カーブミラー」でし
た。各部署の専門家の方々の意見から、「カーブミラ
ーを増設することで、徐行運転をしない車が増え、
通行する子供たちの危険が増す恐れがある。」となり、
道路の消えかかった点線の塗り直しをすることとな
りました。学校でも
子供たちに道路の横
断の際は、しっかり
と止まって確認して
から横断すること等
を指導してまいりま
す。

合同点検の様子

７月３日（月）か
ら水泳学習参観週間で
した。この週は、大雨
・土砂災害警報等が発
令される等、中止とな

る学級が多かったですが、開催された学級では、も
ぐったり浮いたり長い距離を泳いだりと、１学期の
練習の成果を発揮してました。６年生にとっては、
小学校生活最後の水泳学習参観でしたが、一人一人
が２５ｍを泳ぎ、練習の成果を発揮しました。また、
子供たちが司会・進行等、主体的に運営に取り組む
ことができ
ていました。
高学年生と
しての成長
も見ること
ができたの
ではないで
しょうか。 司会・進行 スタートの様子

６月２９日（木）
に行われた児童集
会では、委員会活
動の紹介がありま
した。担当教師と

各委員会の子供たちが企画した動画は、目標や活動の様子について、子供どうしのインタビュー形式や音楽
に合わせた寸劇等で分かりやすく伝えていました。その動画を視聴した１～４年生の子供たちは、驚いたり
笑ったりしながら楽しんでいました。

総務委員会 体育委員会 放送委員会 JRC委員会

海上保安庁の方々をお招きして、海上安全教室が行われました。
海の安全を守る海上保安庁の方々の言葉一つ一つに重みがあり、子
供たちは真剣な眼差しで取り組んでいました。長袖・長ズボン・靴
を着衣した状態で、泳ぎにくさを体験したり、着衣のまま浮いたり
する体験をし

ました。もし、海や川に流されたときに、どうやっ
て自分の命を守ればよいのか、子供たちは友達と考
えながら、知恵を出し合ったり、海上保安庁の方々
に尋ねたりして自分なりの答えをもつことができた
ようです。これからの季節、水難事故が多発します
ので、命を落とさないように今日学んだことを生か
してほしいと思います。

水難事故ついての話 着衣のまま浮く練習


